
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２３名が出席しました。 
 矢田代表は、「ごみ袋有料化でごみ袋販売業者と今回の参加者がほぼ一致

することから、２月の開催を中止した。１年ぶりの意見交換会でもあり、忌憚な

く活発に意見交換をしてほしい」とあいさつ。その後、買い物キャンペーン報

告・食品ロスに関するアンケートの集約結果報告と今後の取り組みを下山部会

員が報告したあと、意見交換会に移りました。 
 食品ロスでは、生駒のごみ組成調査の結果、厨芥類の約１６％（農水省調査で

は約２２％）が手つかずの食品ということでした。日本の食品ロスは、５００～８

００万ｔでコメの収穫量に匹敵。 
 最後に、環境事業課西井係長から、４月から実施された「ごみ有料化」の実施

状況報告がありました。全体的にごみの分別がすすみ、燃えるごみは１５％減

少。ミックスペーパーは８４８％増加。事業系食品廃棄物はエコパークで肥料化。

今後も食べ残しをしない啓発をＥＣＯ-ｎｅｔ生駒と協働して推進していきたいと

話しました。 
 
 
 
 
 出席したスーパーからは、次のような意見や提案が出ました。 
・消費者の意見（アンケート）は参考になった 
・商品の品揃えが少ないと商売が成り立たないので、ロスは避けられない 
・データを活用して予想し最低限の数量を発注している 
・品揃えに対して、消費者と事業者の意識に差がある 
・アンケートから、消費者も事業者もともに、努力する必要あると気づいた 
・事業者は、先入れ・先出しを守り、消費者は陳列棚の奥から商品を取ることを

やめるよう啓発していく必要がある 
・廃棄食品を活用するフードバンクもあるが、管理が難しい 
・少量包装やばら売りを取り入れている 
・お客様には奥から取るなといえない。ＥＣＯ－ｎｅｔで啓発してほしい 
 
意見交換会で報告した下山さんは、「今後は、より効果のでる方策を検討し、 

スーパーとの連携を図り改善していきたい」と話しました。 
 
 
 
 ６月の環境月間に実施しました。市内スーパー４店舗でポスターを掲示し、ス

ーパーと環境フェスティバル等でチラシ計１，５００枚を配布。同時におこなった

環境ラベルを集める取り組みには、応募者５０名のうち正解者３７名に消える

ボールペンを贈りました。  
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１年ぶりに事業者との意見交換会開催 

環境にやさしい売り方・買い方 

せいかつ環境部会

 ８月２６日午後、せいかつ環境部会

は生駒市役所会議室で１年ぶりに事

業者と「環境にやさしい売り方・買い

方」の意見交換会を開催しました。商

工会議所とスーパーとそれらの本

部から１３名、生駒市から３名、生駒市

環境基本計画推進会議から７名、計 

第３回環境にやさしい買い物キャンペーン 
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避けられないロス データ活用し発注 

消費者は陳列棚の前から商品を取ろう 

意見交換会から 



 
  
 
 
 
 環境月間に、資源の有効利用にもゴミ減量にも有効だと、食品ロスに関する

アンケートを、消費者２７６名の方とスーパー１５店舗から回答を得ました。以下

が結果です。意見交換会で報告したように、事業者と消費者では、ロス・廃棄に

対する考えかたに違いがあることがわかりました。 

 

 

 
  
 
 
  
 

 
内閣府・農水省・消費者庁など６府省庁では、「食品ロス」削減に取り組み、食

品廃棄物の発生を減らす国民運動を展開しています。世界の約９億人が栄養

不足の状態にあります。官民挙げて「食品ロス」削減に取り組むため、下のキャ

ラクター「ろすのん」でキャンペーンをしています。すでに、「ろすのん」のポス

ターを掲示しているスーパーもあります。日ごろ、みなさんが利用しているお

店はいかがですか。 
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廃棄する頻度
 消費者の廃棄頻度は、月１回程

度が４１％と１番多く、ないと年数

回を加えた３３％はほとんど捨て

ていないと回答しています。 
 先にも述べたように、生駒のご

みの厨芥類の約１６％が手つかず

食品です。 

ろすのん 知っていますか？  

食品ロスの削減・食品廃棄物の発生抑制に取り組む 

食品ロス削減・・・事業者と消費者にアンケート 

事業者⇒廃棄多い野菜・肉類・惣菜・弁当・魚介類 

消費者⇒野菜の廃棄が多い・ロゴマークを知らない 
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当・総菜と魚介類
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選ぶことで、廃棄

を減らせます。 



 

 

 

 

 

 

 

市民エネルギー生駒

（ＣＥＩ）では、昨年３月２７

日に稼働をはじめた１号

機についで、２号機３号

機の設置計画をすすめ

ています。 

２号機は、新築中の

南こども園（現南幼稚

園）に、３号機は、小瀬

保健福祉ゾーンの法面 

                    （斜面）を活用して設置

します。２号機の出力が５７ｋＷ、３号機の出力が５６ｋＷです。 

２号機・３号機は、生駒市の協力を得て公共施設に設置すること、市

民の共同出資で建設することは、１号機と同じです。この建設に関して

右記の予定で連続講座と出資説明会を開催します。 

 

 

 

ちなみに、エコパーク２１に設置した１号機は、生駒市の公共施設に設

置したこと、建設費用１，７００万円を市民の皆さんが共同出資して設置

したことが特徴です。昨年４月から今年３月までの実績は、発電出力予

定５２，２３５ｋＷに対して年間発電量５３，３００ｋＷは計画を上回り、出資配

当も順調におこなうことができています。 

 

 

 

 ＣＥＩでは、２号機・３号機も１号機と同じく、市民共同出資方式によって

建設費用を調達します。市民共同発電への理解と出資に賛同する方を

募るため、以下の日程で、再生可能エネルギーのための連続講座と出

資説明会を開催します。時間はいずれも、前半１時間が再生可能エネル

ギー講座、後半が出資説明会です。 

連続講座と説明会の日程 

・10 月 3 日（土） 14：00～16：00 図書会館 

   テーマ 「自然エネルギーでまちづくりを！」 

・10 月 24 日（土） 14：00～16：00 北コミュニティセンター 

   テーマ 「電力自由化と自然エネルギー普及」 

・11 月 14 日（土） 14：30～16：30 北コミュニティセンター 

   テーマ DVD「シェーナウの想い」放映 

・12 月 5 日（土）  14：00～16：00 南コミュニティセンター 

   テーマ 「日本の再生可能エネルギー政策は 

     これでいいの？ 

     ～世界の中の日本の立ち位置と 

      あるべき将来の姿～」 

 

ＣＥＩからのメッセージ 

エネルギーの地産地消に興味のある方、わが家に太陽光パネルを設

置できないとあきらめている方、市民共同出資に関心のある方、ぜひ、

会場へ足を運んでください。 

お問合せ   一般社団法人市民エネルギー生駒  

〒630-0142   生駒市北田原町１５４８番地１                    

Tel  0743-72-6333  080-2515-4847 楠    Fax 0743-78-6855   

http://shimin-energy.seesaa.net/  E-mail: simin-e@kcn.jp 

エコパーク 1 号機についで 

市民共同発電所 2 号機・3 号機の 

設置準備すすむ 
市民エネルギー生駒（ＣＥＩ）

2 号機・3 号機出資説明会を開催 

市民エネルギー生駒 

生駒市エコパーク 21 に設置した 1 号機 



 

 

 

 

 

 8 月末に、9 月 6 日締め切りとあわただしいスケジュールでのアンケ

ートに協力をお願いしたところ、9 月 11 日現在で、会員 39 通、元会員 1

通、計 40 通の回答がありました。詳細は後日周年企画等で報告いたし

ます。以下は 1 次集計から。 

 

B1⇒加入の動機（複数回答）は、環境問題・生駒の環境に関心のある方

が 36 人、ECO-net の活動や企画に関心をもった方が 13 人でした。 

 

B2⇒参加では、総会・周年企画・環境シンポジウム・環境フェスティバル・

全体会とも、1 番多かったのが、1 回という回答です。 

 

B3⇒ECO-net 生駒に対する満足度では、満足・ふつう・不満がほぼ 3 分

の 1 ずつでした。 

 

 

 

 

 

 

 

せいかつ環境部会 

 8 月 26 日 環境にやさしい売り方・買い方 意見交換会 

 10 月 24 日 かえっこバザール in いこま（地域ぐるみ・北中学校区） 

まち・みち環境部会 

 みどりのカーテンコンテスト締め切る。応募 14 件 

 審査 10 月 19 日 表彰式 11 月 8 日 

 よこ道あるき＆いこまの宝物探しは、来年 3 月末に予定 

エネルギー環境部会  

 8 月 9 日 ソーラークッカー手作り教室 小学生 10名保護者 8名 

 10 月 1 日 創エネ相談室開設  

 11 月 14 日・1 月 23 日 創エネセミナー開催  

 11 月 21 日 太陽光発電設置セミナー  

 

 

 

 

◇ECO-net 講座募集中 広報 9 月 15 日号に掲載   

 テーマ「みんなで考えよう 暮らしやすい生駒ってなんだろう」」 

 楽しく便利で暮らしやすい生駒を市民で創り出す講座です。 

日程：10 月 31 日、11 月 14 日、28 日、12 月 12 日 

いずれも 9：30～11：30 図書会館 

◇竜田川クリーンキャンペーン 11 月 1 日 

◇ECO-net 生駒 周年企画 11 月 1 日午後 図書会館 

 これからの ECO-net の新たな取り組みを企画します。 

 懇親会も予定しています。皆様の参加をお待ちしています。 

 

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

部会だより 自然・せいかつ・まちみち・エネルギー環境部会 会員アンケート ご協力ありがとうございました 

回収 40 通（会員 39 通・元会員 1 通）でした 

B5⇒今後の ECO-net

活動や企画運営に対

しては多くの意見の記

入がありました。 

 運営委員会の議事

録の公開・全体会・部

会・会員・協働・活動の

テーマ等々、いろいろ

です。

 回答にご協力くださいました 40 名の皆様、ありがとうございまし

た。来年の ECO-net、将来の ECO-net を考える参考にします。 

お知らせ 
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